
様式第１号（第８条関係） 
年  月  日  

 
大 熊 町 長 

申 請 者  

氏   名              ○印   

被災時住所 大熊町 

電話番号      

  

自宅等移転完了報告書兼補助金交付申請書 

 

下記のとおり、避難先住宅等から自宅等への移転が完了し、大熊町ふるさと帰還支援事業補助金交付

要綱第5条各号に掲げる費用を要しましたので、報告いたします。  

また、大熊町ふるさと帰還支援事業補助金の交付を受けたいので同意事項に同意の上、同要綱第８条

の規定により、下記のとおり関係書類を添えて申請します。 

記 

1 避難先住宅等の  

 所在地 
※移転する直前の所在地及

び種別を記入してくださ

い。 

所在地 

及び種別 

 

 

 

  
種別番号[   ] ⑫の場合その種類（          ） 

 

2 入居者氏名 

生年月日  
※移転する直前の入居者名 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

T・S・H   ・  ・    T・S・H   ・  ・    T・S・H   ・  ・    T・S・H   ・  ・    T・S・H   ・  ・    

3 移転先住所 
※種別欄は該当する住  

 宅種別の□に✓を記入 

  

住 所 

〒     - 

大熊町 

種 別 
□避難前住居    □新たに建築、購入した住宅 

□民間賃貸住宅  □災害公営住宅  □その他公営住宅 

□その他（                         ） 

4 自宅等への移転が 

 完了した日 
     年     月      日  

5 補助金の交付申請額                      円  

【避難先住宅等の種別】  

①建設型仮設住宅 ②民間借上げ住宅 ③都道府県営住宅 ④市町村・区営住宅 ⑤国家公務員宿舎  

⑥地方公務員宿舎 ⑦教職員公舎 ⑧雇用促進住宅 ⑨ＵＲ賃貸住宅 ⑩持家 ⑪賃貸 ⑫その他 

 

 

 

 

確認事項 
 

該当する箇所

に○を記入 

 

直近の移転前住所が応急仮設住宅等であった。 

 又は過去に応急仮設住宅等に 2 年を超えて入居していた。 

 ※応急仮設住宅等とは、建設型応急仮設住宅、借上げ住宅（雇用促進住宅 UR 賃貸

住宅を含む）・公営住宅、公務員宿舎等のみなし仮設住宅、又は災害救助法によ

らず自治体の支援により無償提供される公営住宅等をいう。 

 

 

はい 

 

いいえ 

 

同意事項 
 

（○を記入） 

① 虚偽の申請その他不正行為により補助金の交付を受け、又は受けようとした場合、

補助金の交付決定を取り消し、又は補助金を返還することについて同意する。 

 

② 補助対象者該当の有無、確認事項、申請書類の内容等について、関係機関に照会

をかけることについて同意する。 

 

帰町 

□ 
帰町 

□ 
帰町 

□ 

帰町 

□ 
帰町 

□ 



該当する費用の□欄に✓を記入。 

1 移転費用 

□家財道具の運搬のため引っ越し業者又は作業を依頼した者等に支払った費用 

□家財道具の運搬のため利用した車両、台車、はしご等のリース賃借料 

□家財道具の運搬のため利用した車両の燃料代 

□家財道具の運搬のため購入した消耗品費 

2 移転に伴う 

諸費用 

□移転先までの移動に係る交通費及び燃料代 

□不要となった家財道具の処分に係る手数料 

□電話の移転手続きに係る費用 

 

 

【補助金入金口座】 

金融機関（銀行等）名   

支店名 本 店 ・ （         ）支店 

預金種別 普 通  ・  当 座 

口座番号   

（フリガナ） 

預金者名義 
  

※補助金申請者と同一名義の口座とすること。 
 

 

 

（添付書類）  

 1 補助金を入金する口座が確認できる預金通帳の写し   

2 その他町長が必要と認める書類（追加で資料を求める場合があります）  
 

 


